
こども急病電話相談（小児救急電話相談）
相談時間／午後７時〜翌午前６時
電話番号／局番なしの#8000、または043-242-9939
救急安心電話相談
相談時間／午後６時〜翌午前６時
※日曜、祝日、年末年始（12月29日〜1月3日）は午前９

時〜翌午前６時
電話番号／局番なしの#7009、または03-6735-8305

 
　 発熱などの症状がある場合の受診

　まずは日ごろ通院している医療機関に相談してくださ
い。
　旭中央病院を受診する場合は、平日の日中（受け付け
は午前11時まで）に行っている一般外来を受診してくだ
さい。休日や夜間に症状がつらくなった場合は、救急外
来を受診してください。
　新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査は、担当医が
必要性を判断した場合のみ行いますので、希望に沿えな
い場合があります。また、検査した場合でも結果は当日
には出ません。

https://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

 
　 年始の診療案内

　１月１日（金・祝）〜３日（日）までは休診です。４日（月）
から通常診療を開始します。救急外来は通常通り診療を
行い、休診はありません。

 
　
�
救急外来受診について�
注意とお願い

●救急外来は限られたスペースで行っています。新型コ
ロナウイルス感染症予防のため、付き添いは必要最小
人数とし、間隔を空けてお待ちください。

●年始は混雑が予想されるため、待ち時間や診察終了ま
での時間が通常より長くかかる場合があります。県の
こども急病電話相談や救急安心電話相談なども利用し
てください。

　高齢期になると身体の機能が変化し、今までできて
いたことが難しくなることがあります。食に関しても
食欲やかむ力、のみ込む力の低下、だ液分泌の減少、
消化液の分泌量減少、腸の働きの低下、味覚の鈍化、
嗜
し

好
こう

の変化などが起こります。このような変化が起き
て食事量が減少し、活動量が少なくなってくると体重
も減少し、低栄養状態になってしまいます。
低栄養の目安
　ＢＭＩ（体格指数）※が18.5未満で、半年の間に２〜３
㎏以上の体重減少がみられると、低栄養が疑われます。
※ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）
低体重は「要介護の入り口」です
　低体重になると免疫力や抵抗力が落ち、風邪などの
感染症にかかりやすくなるほか、筋肉量や筋力の低下

（サルコペニア）が起こり、進行すると歩行障害や転倒
を起こしやすくなります。また活動量の低下による虚
弱（フレイル）状態になり、さらには要介護状態へと悪

化してしまいます。
低栄養予防のポイント
①筋肉を保持するために、たんぱく質を多く含む食品

を毎食1品は取り入れる。
②食事量が多く取れないときは、補食を取り入れるな

どして食べる回数を増やしたり、おかずを先に食べ
たりして、栄養が取れるように工夫する。

③食材や味付けに変化を付けて、食べたい気分になる
ようにする。

④骨の材料となる牛乳や乳製品を毎日取る。
⑤かんだり、のみ込んだりする力が低下している場合

は、柔らかく料理したり、のみ込みやすいようにと
ろみを付けたりして、食べやすい工夫をする。

　高齢期には体重減少を予防することが、介護予防に
つながります。少なくとも１か月に１回は体重計に乗
り、体重が減っていないか確認しましょう。

【健康管理課管理栄養士】

健康ひろば

健康ワンポイントアドバイス
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高齢期になったら
体重減少に注意しましょう
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